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令 和 ８ 年 度 学 校 自 己 評 価 シ ス テ ム シ ー ト （ 県 立 伊 奈 学 園 総 合 高 等 学 校 ） s26 

目 指 す 学 校 像 
生徒一人一人の個性と資質・能力を伸長し、切磋琢磨する中で高い志を持って希望をかなえる生徒

を育成する学校               
      

※学校関係者評価実施日とは、最終回の 

 学校評価懇話会を開催し、学校自己評 

 価を踏まえて評価を受けた日とする。        

達 

成 

度 

Ａ ほぼ達成(８割以上)  

重 点 目 標 

１ 主体的に将来を考えさせる進路指導と、学習意欲を高めるよう工夫された授業を展開する。 

２ 保護者・地域・卒業生との連携を通じた教育活動の積極的な情報発信を推進する。 

３ 安心して通える安全な学校の中で、学習と部活動等の両立の実践を通じた充実した学校生活 

を実現させる。 

 Ｂ 概ね達成(６割以上)   
出席者 学校関係者    名 

    生徒       名 

    事務局(教職員)  名 

 Ｃ 変化の兆し(４割以上)   

 Ｄ 不十分(４割未満)   

   ※ 重点目標は３つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目（年度達成目標を意味する。）は複数設定可。 

   ※ 番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、方策の評価指標」を設定。 
         

学 校 自 己 評 価  学 校 関 係 者 評 価 

年 度 目 標 年 度 評 価 （  月  日  現 在 ）  実施日 令和  年  月  日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校関係者からの意見・要望・評価等 

１ 

 生成ＡＩの進展など科学技術の革新が進

む中、Well-being を本質的に捉えさせ、

伊奈学生が主体的に将来の社会で活躍する

資質・能力を育成することが求められてい

る。 

【教科指導等】 

授業改善と ICT 活用の推進により、生徒

の平均勉強時間や探究活動の成果は着実に

向上している。今後は、大学入試改革や次

期学習指導要領改訂を踏まえ、引き続き、

日々の授業改善と指導力向上を全教職員で

推進する必要がある。 

【進路指導等】 

３年間を見通した緻密な指導計画によ

り、高い進路決定率を維持しているが、多

様化する入試制度への対応や、科目選択の

満足度向上には依然として伸びしろがあ

る。生徒が卒業後の将来像をより主体的に

描けるよう、自己教育力を高めるキャリア

教育の質的向上と、学習意欲と進路実現を

直結させる組織的な取り組みが課題であ

る。 

【将来構想】 

創立６０周年に向けて「高校＋大学＋実

業界」の理念に併設中学校を加えたストリ

ームの研究を深化させ、ＤＸハイスクール

としての強みを活かした具体的な教育課程

の検討を進める必要がある。 

【教科指導等】 

 授業改善と指導力向上に

より、生徒の主体的な学び

を促進し、学習意欲を向上

させる。 

① 生成ＡＩや ICT を効果的に活用

した授業改善を組織的に推進し、
教員間の共有を図る。 

② 「総合選択制」を軸に、教科横

断的な探究的な学び（IINA サイエ
ンス等）を充実させ、生徒個々に
Well-being を定義させる。 

③ 学校 HP 等を活用した校内情報共
有と、管理職による生徒・教職員
ヒアリングを通じた実践の可視

化。 

① すべての教諭が、生成ＡＩを活
用するなどの授業改善策を自己評
価シートに明記し、実践したか。 

② 探究的な学びの成果として、県
や大学主催の発表会等への研究発
表件数が昨年度より増加したか。

また、生徒個々の将来の見通しに
おける良好な回答が増したか。 

③ 管理職によるヒアリングおよび

学校ＨＰでの情報共有を通じ、教
員の指導力向上と実践共有の意識
が高まったか。 

     

【進路指導等】 

生徒の進路実現のため、

組織的な指導計画と高い目

標に挑戦する環境を構築す

る。 

① 「高校＋大学＋実業界」との接
続を意識し、本物に触れる体験や
難関大学対応講習、キャリア教育

を体系的に実施する。 
② 担任・年次・進路指導部が連携
し、３年間を見通した指導計画に

基づくきめ細やかな指導を行う。 
③ 講習体制の充実と最新情報の共
有を図り、生徒が主体的に科目選

択を行える環境を整える。 

① 講習参加状況や難関大学への挑

戦が前年度より向上したか。ま
た、生徒個々の将来の見通しにお
ける良好な回答が増したか。 

② 進路実現率が 90%以上を達成で
きたか。 

③ 年次研修会や最新情報の共有を

通じ、進路指導に関する満足度が
前年度より向上したか。 

   

 

 

 

【将来構想】 

創立６０周年に向けた展

望を踏まえ、持続可能な学

校教育課程の構築を進める 

① 併設中学校を加えた「ストリーム

の研究」を深化させ、６年間を通じ
た一貫した指導体制を検討する。 

② 「ＤＸハイスクール」の指定を活

かし、グローバル社会で活躍できる
伊奈学生を育成するカリキュラムの
具体化する。 

① 一貫した教育課程の検討が、令
和９年度以降を見据えて具体的に

進められたか。 
② ＤＸ備品を活用した生徒の活躍
の場が組織的に設定され、キャリ

ア形成に活かされたか。 

     

２ 

学校説明会による生徒募集活動およびＰ

ＴＡ後援会、同窓会活動等による広報活動

を通じて、学校行事等の本校の特色ある教

育活動や成果を、様々な手段を使って発信

し、『伊奈学ファン』を増加させていくこ

とが必要である。 

特色ある教育活動の情報

発信を強化し、『伊奈学フ

ァン』の拡大と学校に対す

る信頼度を向上させる。 

① Instagram や学校ＨＰを戦略的に
活用し、教育活動や生徒の活躍をよ
り詳細に発信する。 

② 学校説明会、出前授業、学系ごと
の魅力発信を組織的に行い、地域・
中学校との連携を深める。 

③ 学校評議員会等を軸に、地域や保
護者からの意見を学校経営に反映さ
せる。 

① 情報発信媒体の更新頻度が前年
度を上回り、学校の「見える化」
が深化できたか。 

② 学校説明会等の参加者アンケー
トにおいて、本校への理解度・期
待度が前年度より向上したか。 

③ 学校評議員会等を通じて、地
域・保護者から建設的な評価と支
持が得られたか。 

     

３ 

○ 引き続き、部活動方針や県のガイドラ

インを踏まえ、生徒が学習活動と部活動

等の「Ｄｏ活」を両立させ、充実した学

校生活を送れるよう支援することが課題

である。 

部活動方針や県のガイド

ラインを遵守し、「Ｄｏ

活」を軸とした学習活動の

指導を徹底する。 

生活実態調査において「学習と部

活動の両立ができた」と回答する生

徒の割合が前年度より増加したか。 

生徒実態調査において「勉強と

部活動の両立ができた」「学習の

目標が明確になった」と回答する

生徒の割合が前年度より増加した

か。 

     

○ 生徒の規範意識は高いが、引き続き交

通事故防止や交通ルール・マナー指導を

徹底し、安全・安心な学校環境を維持す

ることが必要である。 

安全・安心な学校生活を

実現するための環境を保持

する。 

HR や集会を通じた丁寧な交通ルー

ル・マナー指導を組織的に行い、交

通事故防止を徹底する。 

学校における生徒の交通事故件

数および苦情件数が、昨年度より

減少したか。 

     


